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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性支持体上に中間層を介して感光層を有する電子写真感光体において、該中間層が
下記一般式（１）で示されるイソイミド構造を有するポリイソイミド樹脂を含有し、該中
間層中の該ポリイソイミド樹脂の含有量が該中間層全質量に対して１０重量％以上である
ことを特徴とする電子写真感光体：
一般式（１）
【化１】

（一般式（１）中、Ａ１は２価の有機基を示し、Ｂ１は４価の有機基を示す。）。
【請求項２】
　導電性支持体上に中間層を介して感光層を有する電子写真感光体において、該中間層が
下記一般式（２）～（４）のいずれかで示される構造を有するポリイソイミド樹脂を含有
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し、該中間層中の該ポリイソイミド樹脂の含有量が該中間層全質量に対して１０重量％以
上であることを特徴とする電子写真感光体：
一般式（２）
【化２】

（一般式（２）中、Ａ２は２価の有機基を示し、Ｒ１及びＲ２は同一もしくは異なって、
水素原子、ハロゲン原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアル
コキシ基またはシアノ基を示す。）、
一般式（３）

【化３】

（一般式（３）中、Ａ３は２価の有機基を示し、Ｒ３ないしＲ８は同一もしくは異なって
、水素原子、ハロゲン原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいア
ルコキシ基またはシアノ基を示す。）、
一般式（４）

【化４】

（一般式（４）中、Ａ４は２価の有機基を示し、Ｒ９ないしＲ１４は同一もしくは異なっ
て、水素原子、ハロゲン原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよい
アルコキシ基またはシアノ基を示し、Ｘは酸素原子、置換基を有してもよいアルキレン基
、カルボニル基またはスルホニル基を示す。）。
【請求項３】
　前記一般式（２）中のＡ２が下記一般式（５）または（６）で示される請求項２に記載
の電子写真感光体：
一般式（５）
　－Ａｒ１－
（一般式（５）中、Ａｒ１は置換基を有してもよい芳香族炭化水素環基または置換基を有
してもよい芳香族複素環基を示す。）、
一般式（６）
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　－Ａｒ２－Ｙ－Ａｒ３－
（一般式（６）中、Ａｒ２及びＡｒ３は同一もしくは異なって、置換基を有してもよい芳
香族炭化水素環基または置換基を有してもよい芳香族複素環基を示し、Ｙは酸素原子、硫
黄原子、置換基を有してもよいアルキレン基、カルボニル基またはスルホニル基を示す。
）。
【請求項４】
　前記一般式（３）中のＡ３が下記一般式（７）または（８）で示される請求項２に記載
の電子写真感光体：
一般式（７）
　－Ａｒ４－
（一般式（７）中、Ａｒ４は置換基を有してもよい芳香族炭化水素環基または置換基を有
してもよい芳香族複素環基を示す。）、
一般式（８）
　－Ａｒ５－Ｙ－Ａｒ６－
（一般式（８）中、Ａｒ５及びＡｒ６は同一もしくは異なって、置換基を有してもよい芳
香族炭化水素環基または置換基を有してもよい芳香族複素環基を示し、Ｙは酸素原子、硫
黄原子、置換基を有してもよいアルキレン基、カルボニル基またはスルホニル基を示す。
）。
【請求項５】
　前記一般式（４）中のＡ４が下記一般式（９）または（１０）で示される請求項２に記
載の電子写真感光体：
一般式（９）
　－Ａｒ７－
（一般式（９）中、Ａｒ７は置換基を有してもよい芳香族炭化水素環基または置換基を有
してもよい芳香族複素環基を示す。）、
一般式（１０）
　－Ａｒ８－Ｙ－Ａｒ９－
（一般式（１０）中、Ａｒ８及びＡｒ９は同一もしくは異なって、置換基を有してもよい
芳香族炭化水素環基または置換基を有してもよい芳香族複素環基を示し、Ｙは酸素原子、
硫黄原子、置換基を有してもよいアルキレン基、カルボニル基またはスルホニル基を示す
。）。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の電子写真感光体と、帯電手段、現像手段及びクリーニ
ング手段からなる群より選ばれる少なくとも１つの手段とを一体に支持し、電子写真装置
本体に着脱自在であることを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれかに記載の電子写真感光体、帯電手段、像露光手段、現像手段及
び転写手段を有することを特徴とする電子写真装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は電子写真感光体並びに該電子写真感光体を備えたプロセスカートリッジ及び電
子写真装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　電子写真感光体は、通常、導電性支持体上に感光層を有するが、感光層は一般に非常に
薄い層であり、傷や付着物といった支持体表面の欠陥により、感光層の膜厚が不均一にな
ってしまうということがあった。この傾向は、現在の主流である感光層が０．５μｍ程度
の極めて薄い膜厚を有する電荷発生層と電荷輸送層を有する機能分離型の感光層において
は特に顕著である。
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【０００３】
　感光層の膜厚が不均一であれば、当然電位ムラや感度ムラが生じてしまうので、感光層
はできる限り均一に形成する必要がある。
【０００４】
　また、電子写真感光体の求められる重要な特性として、繰り返し使用の際の明部電位及
び暗部電位の安定性が挙げられる。これらの電位が安定していないと、画像濃度が安定し
なかったり、画像にカブリが生じたりしてしまう。
【０００５】
　そこで、支持体と感光層の間に、支持体表面の欠陥の被覆、支持体と感光層との接着性
の向上、更には、支持体から感光層へのキャリア注入の防止といった機能を有する中間層
を設けることが提案されている。
【０００６】
　従来、この中間層に用いる樹脂としては、ポリアミド樹脂（特開昭４８－４７３４４号
公報及び特開昭５２－２５６３８号公報）、ポリエステル（特開昭５２－２０８３６号公
報及び特開昭５４－２６７３８号公報）、ポリウレタン（特開昭５３－８９４３５号公報
及び特開平２－１１５８５８号公報）、第４級アンモニウム塩含有アクリル系重合体（特
開昭５１－１２６１４号公報）及びカゼイン（特開昭５５－１０３５５６号公報）等が知
られている。またジルコニウムキレート化合物、ジルコニウムアルコキシド等の有機ジル
コニウム化合物とシランカップリング剤を用いることも提案されている（特開平３－７３
９６２号公報）。
【０００７】
　しかしながら、上述の材料を中間層として用いた電子写真感光体は、温湿度の変化に応
じて中間層の電気抵抗が変化しやすく、低温低湿下から高温高湿下の全環境において安定
して優れた電位特性を有し、優れた画像を形成し得る電子写真感光体を作成することは困
難であった。
【０００８】
　例えば、中間層の電気抵抗が増大し易い低温低湿下において感光体を繰り返し使用した
場合には、中間層には電荷が残留し易くなり、明部電位及び残留電位が上昇してしまう。
その結果、正規現像ではコピー画像にカブリを生じたり、反転現像では画像が薄くなった
りして、所定の画質を有する画像が継続的に得られないという問題があった。
【０００９】
　一方、中間層の電気抵抗が低下し易い高温高湿下においては、中間層のバリヤー機能が
低下し、支持体からのキャリア注入が増加し易くなり、暗部電位が低下してしまう。その
結果、正規現像では画像が薄くなったり、反転現像では画像に黒点状欠陥（黒ポチ）及び
カブリを生じたりすることがあった。
【００１０】
　また、中間層を設けることにより、低温低湿下における電位の安定性及び高温高湿下に
おける画像上の黒点状欠陥を改善しても、感光体自身の感度の低下を招くことが多かった
。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の目的は、低温低湿下から高温高湿下に至る全環境において、安定して優れた電
位特性を発揮すると共に、初期の優れた画像を継続して形成し得る電子写真感光体を提供
することである。また該電子写真感光体を用いたプロセスカートリッジ並びに電子写真装
置を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、導電性支持体上に中間層を介して感光層を有する電子写真感光体において、
該中間層が下記一般式（１）で示されるイソイミド構造を有するポリイソイミド樹脂を含
有し、該中間層中の該ポリイソイミド樹脂の含有量が該中間層全質量に対して１０重量％
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一般式（１）
【化５】

　一般式（１）中、Ａ１は２価の有機基を示し、Ｂ１は４価の有機基を示す。
【００１３】
　また、本発明は、導電性支持体上に中間層を介して感光層を有する電子写真感光体にお
いて、該中間層が下記一般式（２）～（４）のいずれかで示される構造を有するポリイソ
イミド樹脂を含有することを特徴とする電子写真感光体である。
一般式（２）
【化６】

　一般式（２）中、Ａ２は２価の有機基を示し、Ｒ１及びＲ２は同一もしくは異なって、
水素原子、ハロゲン原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアル
コキシ基またはシアノ基を示す。
【００１４】
一般式（３）
【化７】

　一般式（３）中、Ａ３は２価の有機基を示し、Ｒ３ないしＲ８は同一もしくは異なって
、水素原子、ハロゲン原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいア
ルコキシ基またはシアノ基を示す。
【００１５】
一般式（４）
【化８】
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　一般式（４）中、Ａ４は２価の有機基を示し、Ｒ９ないしＲ１４は同一もしくは異なっ
て、水素原子、ハロゲン原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよい
アルコキシ基またはシアノ基を示し、Ｘは酸素原子、置換基を有してもよいアルキレン基
、カルボニル基またはスルホニル基を示す。
【００１６】
　また、本発明は、前記本発明の電子写真感光体と、帯電手段、現像手段及びクリーニン
グ手段からなる群より選ばれる少なくとも１つの手段とを一体に支持し、電子写真装置本
体に着脱自在であることを特徴とするプロセスカートリッジである。
【００１７】
　また、本発明は、前記本発明の電子写真感光体、帯電手段、像露光手段、現像手段及び
転写手段を有することを特徴とする電子写真装置である。
【００１８】
【発明の実施の形態】
　本発明において用いられるイソイミド構造を有するポリイソイミド樹脂は様々なものが
挙げられるが、前記一般式（２）～（４）のいずれかで示される構造を有するポリイソイ
ミド樹脂が特に好ましい。
【００１９】
　前記一般式（２）、（３）及び（４）中、Ａ２、Ａ３及びＡ４で示される２価の有機基
としては、後記するように様々な基が挙げられているが、特に前記一般式（５）～（１０
）で示される基が好ましい。
【００２０】
　前記一般式（５）～（１０）中のＡｒ１～Ａｒ９の示す芳香族炭化水素環基としては、
フェニレン基、ビフェニレン基及びナフチレン基等が挙げられ、芳香族複素環基としては
、ピリジンジイル基及びチオフェンジイル基等が挙げられ、Ｙの示すアルキレン基として
はメチレン基、エチレン基、プロピレン基及びイソプロピレン基等が挙げられる。これら
の基が有してもよい置換基としては、メチル、エチル、プロピル等のアルキル基、フッ素
原子、塩素原子、臭素原子等のハロゲン原子、トリフルオロメチル等のハロメチル基、メ
トキシ、エトキシ、プロポキシ等のアルコキシ基、ジメチルアミノ、ジエチルアミノ等の
アルキルアミノ基、アセチル、ベンゾイル等のアシル基、及びシアノ基等が挙げられる。
【００２１】
　Ａ２～Ａ４の示す２価の有機基の好ましい例を挙げるが、これらに限られるものではな
い。
【００２２】
【化９】
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【００２３】
【化１０】
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　これらの中で特に下記の基が好ましい。
【化１１】
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【００２５】
　これらの中で特に下記の基が好ましい。
【化１２】

【００２６】
　また、一般式（２）～（４）中、Ｒ１～Ｒ１４は、水素原子、フッ素原子、塩素原子、
臭素原子等のハロゲン原子、メチル、エチル、プロピル等のアルキル基、メトキシ、エト
キシ、プロポキシ等のアルコキシ基またはシアノ基を示す。Ｒ１～Ｒ１４は同一でも異な
っていてもよく、ハロゲン原子等の置換基を有していてもよい。
【００２７】
　また、一般式（４）中、Ｘのアルキレン基としてはメチレン基、エトレン基、プロピレ
ン基またはイソプロピレン基が挙げられ、アルキレン基が有してもよい置換基としてはフ
ッ素原子、塩素原子、臭素原子等のハロゲン原子、アセチル、ベンゾイル等のアシル基ま
たはシアノ基等が挙げられる。
【００２８】
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　本発明において用いられるイソイミド構造のポリイソイミド樹脂の数平均分子量は５０
０～１００，０００であることが望ましく、特には５，０００～５０，０００であること
が望ましい。
【００２９】
　また、合成条件及び電子写真感光体の製造工程で通常行われている乾燥工程の条件によ
っては、一部イソイミド構造をとらない場合があるが、得られる樹脂中にイソイミド構造
が転位したイミド構造や未反応のポリアミド酸構造を一部有していてもよい。
【００３０】
　本発明における好ましい樹脂の具体例を表１～２３に挙げるが、これらに限られるもの
ではない。
【００３１】
【表１】
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【表７】
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【表９】
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【表１０】
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【００３３】
【表１１】
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【表１７】
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【表２１】
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【００３５】
　ポリイソイミド樹脂の前駆体であるポリアミド酸は、テトラカルボン酸二無水物誘導体
とジアミン誘導体との開環重付加反応により得られる。本発明において用いられるポリイ
ソイミド樹脂は、前記反応により得られたポリアミド酸を無水トリフルオロ酢酸や無水酢
酸、塩化アセチルのような脱水剤中で処理することにより合成される。ポリアミド酸溶液
に脱水剤を添加することによっても得られる。また、ポリアミド酸溶液の再沈処理の際に
、再沈溶媒中に脱水剤を添加しておいたり、ポリアミド酸の状態でキャストした後、脱水
剤溶液に浸漬するとう方法を用いてもよい。これらの反応及び処理は、ピリジン、トリエ
チルアミン等の３級アミンの存在下で行ってもよい。
【００３６】
　本発明に用いられる前記樹脂の合成例を示す。
　合成例
　３００ｍｌ四つ口フラスコに乾燥窒素ガスを送りながら、４，４’－ジアミノジフェニ
ルエーテル１．０ｇ（５ｍｍｏｌ）と１００ｇのＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミドを加えた
。これを２５℃で激しく撹拌し、１～２分間かけて４，４－ビフタル酸無水物１．４７ｇ
（５ｍｍｏｌ）を加えた。
【００３７】
　この反応液を、激しく撹拌したメタノール１ｌに滴下し、ポリマーを析出させた。析出
したポリマーをろ取し、メタノール５００ｍｌで分散洗浄し、乾燥して、ポリアミド酸の
白色粉末を得た。
【００３８】
　１００ｍｌフラスコ中でこの粉末に無水トリフルオロ酢酸１５ｍｌを加え、２５℃で１
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時間撹拌した。その後、粉末をろ取し、アセトン５００ｍｌで分散洗浄後乾燥し、例示化
合物５１のポリイソイミド樹脂の黄色粉末１．６０ｇを得た。スペクトルを図１に示す。
本発明に用いられる他の樹脂も上記と同様の方法で合成することができる。
【００３９】
　本発明の電子写真感光体における中間層は、１層のみで構成されているものでも、複数
の層で構成されていても少なくともその１層に本発明で必須要件とする樹脂を含有するも
のとする。中間層が複数の層で構成される場合、本発明における該樹脂以外の樹脂として
は、ポリアミド、ポリエステル及びフェノール樹脂等が挙げられる。
【００４０】
　また、本発明における中間層は、必要に応じて他の樹脂、添加剤及び導電性物質等を本
発明の効果が得られる範囲の量で含有することができる。他の樹脂としては、ポリアミド
、ポリエステル及びフェノール樹脂等が挙げられ、添加剤としては、２，５，７－トリニ
トロフルオレノン及びベンゾキノン等のアクセプター性化合物等が挙げられ、導電性物質
としては、金属粉体（例えばアルミニウム、銅、ニッケル及び銀等）、金属短繊維、カオ
ボンファイバー、導電性粉体［例えばカーボンブラック、チタンブラック、グラファイト
、金属酸化物及び金属硫化物（例えば酸化アンチモン、酸化インジウム、酸化シズ、酸化
チタン、酸化亜鉛、チタン酸カリウム、チタン酸バリウム、チタン酸マグネシウム、硫化
亜鉛、硫化銅、酸化マグネシウム及び酸化アルミニウム等）及びこれらの金属酸化物や金
属硫化物を導電性物質で表面処理したもの、シランカップリング剤やチタンカップリング
剤で表面処理したもの及び還元処理したもの］等が挙げられる。
【００４１】
　上記他の物質を含有する場合、いずれの場合も、本発明における中間層中の本発明にお
ける必須のポリイソイミド樹脂の含有量は、含有される中間層全重量に対し、１０～９５
重量％が好ましく、特には３０～９０重量％が好ましい。
【００４２】
　本発明における中間層の厚さは、電子写真特性及び支持体上の欠陥等を考慮して適宜設
定され得るものであるが、０．１～５０μｍが好ましく、特には０．５～３０μｍが好ま
しい。
【００４３】
　本発明の電子写真感光体の感光層は、電荷発生物質と電荷輸送物質を同一の層に含有す
る単層型、及び電荷発生物質を含有する電荷発生層と電荷輸送物質を含有する電荷輸送層
を有する積層型に大別される。積層型は、更に、導電性支持体、電荷発生層及び電荷輸送
層をこの順に積層する型と導電性支持体、電荷輸送層及び電荷発生層をこの順に積層する
型に分けられる。本発明の電子写真感光体は積層型、特に電荷発生層の上に電荷輸送層を
積層した型が好ましい。
【００４４】
　電荷発生層は、モノアゾ、ビスアゾ及びトリスアゾ等のアゾ顔料、金属フタロシアニン
及び無金属フタロシアニン等のフタロシアニン系顔料、インジゴ及びチオインジゴ等のイ
ンジゴ系顔料、アントアントロン及びピレンキノン等の多環キノン系顔料、ペリレン酸無
水物及びペリレン酸イミド等のペリレン系顔料、スクワリウム系色素、ピリリウム及びチ
オピリリウム塩類、トリフェニルメタン系色素等の電荷発生物質を適当な溶剤を用いて結
着樹脂、例えばポリビニルアセタール、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリエステル
、ポリ酢酸ビニル、メタクリル樹脂、アクリル樹脂、ポリビニルピロリドン及びセルロー
ス系樹脂等の樹脂中に分散させた溶液を塗布し、乾燥することによって形成することがで
きる。
【００４５】
　電荷発生層の膜厚は、通常５μｍ以下が好ましく、特には０．０５～２μｍが好ましい
。
【００４６】
　電荷輸送層は、成膜性を有する樹脂の溶液に下記のような電荷輸送物質を溶解した溶液
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を塗布し、乾燥することによって形成される。電荷輸送物質は、電子輸送物質と正孔輸送
物質に大別される。電子輸送物質としては、２，４，７－トリニトロフルオレノン、２，
４，５，７－テトラニトロフルオレノン、クロラニル及びテトラシアノキノジメタン等の
電子受容性物質やこれらを高分子化したものが挙げられる。正孔輸送物質としては、ピレ
ン、アントラセン等の多環芳香族化合物、カルバゾール、インドール、イミダゾール、オ
キサゾール、チアゾール、オキサジアゾール、ピラゾール、ピラゾリン、チアジアゾール
、トリアゾール等の複素環化合物、ｐ－ジエチルアミノベンズアルデヒド－Ｎ，Ｎ－ジフ
ェニルヒドラゾン、Ｎ，Ｎ－ジフェニルヒドラジノ－３－メチリデン－９－エチルカルバ
ゾール等のヒドラゾン系化合物、α－フェニル－４’－Ｎ，Ｎ－ジアミノスチルベン、５
－［４－（ジ－ｐ－トリルアミノ）ベンジリデン］－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｄ］ジシクロ
ヘプテン等のスチリル系化合物、ベンジジン系化合物、トリアリールアミン系化合物、ト
リフェニルアミンあるいはこれらの化合物からなる基を主鎖または側鎖に有するポリマー
（例えばポリ－Ｎ－ビニルカルバゾール、ポリビニルアントラセン等）が挙げられる。
【００４７】
　成膜性を有する樹脂としては、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリメタクリル酸エ
ステル及びポリスチレン等が挙げられる。
【００４８】
　電荷輸送層の膜厚は、３～４０μｍが好ましく、特には５～３０μｍが好ましい。
【００４９】
　単一層型の場合には、前述したような電荷発生物質と電荷輸送物質とを結着樹脂中に分
散及び溶解させた溶液を塗布し、乾燥することによって形成することができる。膜厚は３
～４０μｍが好ましく、特には５～３０μｍが好ましい。
【００５０】
　また、本発明においては、ポリビニルカルバゾール、ポリビニルアントラセン等の有機
光導電性ポリマー層、前述した電荷発生物質の蒸着層、セレン蒸着層、セレン－テルル蒸
着層、アモルファスシリコン層等も感光層として用いることができる。
【００５１】
　本発明において用いられる導電性支持体としては、例えばアルミニウム、アルミニウム
合金、銅、亜鉛、ステンレス、チタン、ニッケル、インジウム、金及び白金等が挙げられ
る。また、上記金属または合金を、真空蒸着法によって被膜形成したプラスチック（例え
ばポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、ポリエチレンテレフタレート、アク
リル樹脂等）や導電性粒子（例えばカーボンブラック、銀粒子等）を適当な結着樹脂と共
に上記のようなプラスチック、金属または合金支持体上に被覆した支持体、あるいは導電
性粒子をプラスチックや紙に含浸した支持体等を用いることができる。支持体の形状とし
てはドラム状、シート状及びベルト状等が挙げられるが、適用される電子写真感光体に最
も適した形状にすることが好ましい。
【００５２】
　更に、本発明の電子写真感光体は、感光層上に保護層として樹脂層や導電性粒子を含有
する樹脂層を積層することもできる。
【００５３】
　上述した各種層の塗布方法としては、浸漬コーティング法、スプレーコーティング法、
スピンナーコーティング法、ビードコーティング法、マイヤーバーコーティング法、ブレ
ードコーティング法、ローラーコーティング法、カーテンコールコーティング法等の方法
が挙げられる。
【００５４】
　本発明の電子写真感光体は電子写真複写機、レーザービームプリンター、ＬＥＤプリン
ター、液晶シャッター式プリンター等の電子写真装置一般に適用し得るが、更に電子写真
技術を応用したディスプレー、記録、軽印刷、製版及びファクシミリ等の装置にも幅広く
適用することができる。
【００５５】
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　次に、前記本発明の電子写真感光体を有するプロセスカートリッジ並びに電子写真装置
について説明する。
【００５６】
　図１に本発明の電子写真感光体を有するプロセスカートリッジを有する電子写真装置の
概略構成を示す。図において、１はドラム状の本発明の電子写真感光体であり、軸２を中
心に矢印方向に所定の周速度で回転駆動される。感光体１は回転過程において、一次帯電
手段３によりその周面に正または負の所定電位の均一帯電を受け、次いで、スリット露光
やレーザービーム走査露光等の像露光手段（不図示）からの画像露光光４を受ける。こう
して感光体１の周面に静電潜像が順次形成されていく。
【００５７】
　形成された静電潜像は、次いで現像手段５によりトナー現像され、現像されたトナー現
像像は、不図示の給紙部から感光体１と転写手段６との間に感光体１の回転と同期取りさ
れて給送された転写材７に、転写手段６により順次転写されていく。像転写を受けた転写
材７は感光体面から分離されて像定着手段８へ導入されて像定着を受けることにより複写
物（コピー）として装置外へプリントアウトされる。像転写後の感光体１の表面は、クリ
ーニング手段９によって転写残りトナーの除去を受けて清浄面化され、更に前露光手段（
不図示）からの前露光光１０により除電処理がされた後、繰り返し画像形成に使用される
。なお、一次帯電手段３が帯電ローラー等を用いた接触帯電手段である場合は、前露光は
必ずしも必要ではない。
【００５８】
　本発明においては、上述の感光体１、一次帯電手段３、現像手段５及びクリーニング手
段９等の構成要素のうち、複数のものをプロセスカートリッジとして一体に結合して構成
し、このプロセスカートリッジを複写機やレーザービームプリンター等の電子写真装置本
体に対して着脱可能に構成してもよい。例えば一次帯電手段３、現像手段５及びクリーニ
ング手段９の少なくとも１つを感光体１と共に一体に支持してカートリッジ化し、装置本
体のレール１２等の案内手段を用いて装置本体に着脱可能なプロセスカートリッジ１１と
することができる。また、画像露光光４は、電子写真装置が複写機やプリンターである場
合には、原稿からの反射光や透過光を用いる、あるいは、センサーで原稿を読み取り、信
号化し、この信号に従って行われるレーザービームの走査、ＬＥＤアレイの駆動及び液晶
シャッターアレイの駆動等により照射される光である。
【００５９】
【実施例】
　実施例１
　例示化合物５１のポリイソイミド樹脂５部（重量部、以下同様）をジメチルアセトアミ
ド９５部に溶解して得られた液を、アルミニウムシリンダーに浸漬コーティング法により
塗布し、１０分間室温で放置した後、４０℃で６０分間加熱することによって膜厚０．５
μｍの中間層を形成した。
【００６０】
　次に、下記構造式のオキシチタニウムフタロシアニン顔料４部を、
【化１３】
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ン３４部に溶解した溶液に加え、サンドミルで８時間分散した後、テトラヒドロフラン６
０部を更に加えて希釈することにより電荷発生層用塗工液を調製した。この塗工液を中間
層上に浸漬コーティング法により塗布し、１００℃、１０分間乾燥することによって、膜
厚０．１５μｍの電荷発生層を形成した。
【００６１】
　次いで、下記構造式のトリアリールアミン５部、
【化１４】

及びポリカーボネート樹脂（商品名ユーピロンＺ－２００、三菱瓦斯化学（株）製）５部
をモノクロルベンゼン４０部に溶解した溶液を、電荷発生層の上に浸漬コーティング法で
塗布し、１００℃、３０分間乾燥することによって、膜厚１５μｍの電荷輸送層を形成し
、電子写真感光体を作成した。
【００６２】
　作成した電子写真感光体を、帯電－露光－現像－転写－クリーニングのプロセスを１．
５秒のサイクルで行う反転現像方式のレーザービームプリンターに装着し、高温高湿環境
（３０℃、８５％ＲＨ）下で連続５，０００枚の画像出し耐久試験を行った。評価は、初
期における暗部電位（ＶＤ　）の測定、初期及び耐久試験後における明部電位（ＶＬ　）
の測定及び得られた画像の目視による評価をすることにより行った。結果を表２４に示す
。
【００６３】
　実施例２～１０
　実施例１において、例示化合物５１のポリアミド酸に代えて、それぞれ例示化合物３、
３４、４３、６０、８２、８７、１０６、１２１、１３５のポリアミド酸またはポリアミ
ド酸エステルを用いた他は、実施例１と同様にして、実施例２～１０の電子写真感光体を
作成し、評価した。結果を表２４に示す。
【００６４】
　比較例１
　中間層を、アルコール可溶性共重合ナイロン（商品名アミランＣＭ－８０００、東レ（
株）製）５部をメタノール９５部に溶解し、この溶液を用いて形成した他は、実施例１と
同様にして電子写真感光体を作成し、評価した。結果を表２４に示す。
【００６５】
　比較例２
　中間層を、ジルコニウムテトラアセチルアセテート（商品名ＺＣ１５０、松本交商（株
）製）１０部及びγ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン（商品名ＫＢＭ、信越
化学（株）製）２０部をメタノール４００部、ｎ－ブタノール１００部及びｎ－アミルア
ルコール２００部に溶解し、この溶液を用いて塗布し、１５０℃で６０分間乾燥させて形
成した他は、実施例１と同様にして電子写真感光体を作成し、評価した。結果を表２４に
示す。
【００６６】
【表２４】
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【００６７】
　実施例１１
　アルミニウムシリンダー（外径３０ｍｍ、長さ３６０ｍｍ）に、中間層の乾燥を３５℃
で９０分間行い、中間層の膜厚を０．８μｍとし、電荷発生層の形成を下記材料及び形成
方法に代えた他は、実施例１と同様にして電子写真感光体を作成した。
【００６８】
　電荷発生層の形成
　下記構造式のビスアゾ顔料５部に
【化１５】

テトラヒドロフラン９０部を加え、サンドミルで２０時間分散した。この液にブチラール
樹脂（商品名ＢＬＳ、積水化学工業（株）製）２．５部をテトラヒドロフラン２０部に溶
かした液を加え、更に２時間分散した。この分散液にシクロヘキサノン１００部及びテト
ラヒドロフラン８０部を加えて希釈した溶液を、先の形成した中間層の上に浸漬コーティ
ング法で塗布し、１００℃で１０分間乾燥して、膜厚０．２８μｍの電荷発生層を形成し
た。
【００６９】
　作成した電子写真感光体を、帯電－露光－現像－転写－クリーニングのプロセスを０．
８秒のサイクルで行う正規現像方式の普通紙複写機に装着し、低温低湿環境（１５℃、１
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５％ＲＨ）下で連続１０，０００枚の画像出し耐久試験を行った。評価は、初期における
暗部電位（ＶＤ　）の測定、初期及び耐久試験後における明部電位（ＶＬ　）の測定及び
得られた画像の目視による評価をすることにより行った。結果を表２５に示す。
【００７０】
　実施例１２～２０
　実施例２～１０で用いた中間層用溶液を使用した他は、実施例１１と同様にして電子写
真感光体を作成し、評価した。結果を表２５に示す。
【００７１】
　比較例３
　比較例１で用いた中間層用溶液を使用した他は、実施例１１と同様にして電子写真感光
体を作成し、評価した。結果を表２５に示す。
【００７２】
　比較例４
　比較例２で用いた中間層用溶液を使用し、乾燥条件を１４０℃、９０分間とした他は、
実施例１１と同様にして電子写真感光体を作成し、評価した。結果を表２５に示す。
【００７３】
【表２５】

【００７４】
【発明の効果】
　本発明の電子写真感光体は、低温低湿下から高温高湿下の全環境において、安定して高
い感度及び優れた電位特性及び耐久特性を有し、繰り返し使用しても優れた画像を継続し
て形成するという顕著な効果を奏する。また、プロセスカートリッジ及び電子写真装置に
装着して同様に優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　合成例で得たポリイソイミド樹脂の赤外吸収スペクトルを示す図
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【図２】　本発明の電子写真感光体を有するプロセスカートリッジを有する電子写真装置
の概略構成を示す図。
【符号の説明】
　１　本発明の電子写真感光体
　２　軸
　３　一次帯電手段
　４　画像露光光
　５　現像手段
　６　転写手段
　７　転写材
　８　像定着手段
　９　クリーニング手段
　１０　前露光光
　１１　プロセスカートリッジ
　１２　レール

【図１】 【図２】
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